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まちの人口

平成17年２月１日現在

人　口　9,515人
　男　　4,542人
　女　　4,973人
世帯数　3,742戸

人　口　9,399人
　男　　4,407人
　女　　4,992人
世帯数　3,940戸

愛 南 町

人　口　28,685人

　男　　13,486人

　女　　15,199人

世帯数   11,300戸

人　口　4,322人
　男　　2,006人
　女　　2,316人
世帯数　1,496戸

人　口　3,124人
　男　　1,477人
　女　　1,647人
世帯数　1,304戸

人　口　2,325人
　男　　1,054人
　女　　1,271人
世帯数　  818戸
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広報

鬼が来たよ、お母さん助けて！

　この行事は、立春の２月３日に各家庭で行
われていた「鬼払いの節分行事」をしない家
庭が多くなったのではと、一本松分館行事と
して実施しようと始まったものです。また、鬼
を題材に、親子の会話など、家族の絆を大切
にすることで、思いやりのある子どもに育って
ほしいという願いが込められています。

上の写真は、一本松地区の「節分行事」でのひと
こまです。表紙の写真も同様、鬼を怖がる子供の
表情、その顔を見て、喜ぶ保護者の表情を撮らせ
ていただきました。

　最近、不燃物類（青袋）のゴミ袋に、注射
器が多く混入していました。分別作業時には、
大変危険を伴いますので、絶対出さないで下
さい。なお、注射器は、医療廃棄物ですので、
必ず掛かりつけの医療機関に出して下さい。

正しいごみの分別を！

「注射器」
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1
月
は
、
19
日
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
検
討

委
員
会
の
他
、
町
暴
力
追
放

Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
大
会
（
22
日
）、

南
宇
和
漁
協
合
併
推
進
協
議

会
（
25
日
）、
松
下
寿
株
式
会

社
一
本
松
事
業
部
離
職
者
対

策
会
議
（
28
日
）、
第
1
回

愛
南
町
消
防
出
初
式
（
30
日
）

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
松

下
寿
㈱
離
職
者
対
策
と
し
て
、

商
工
観
光
課
で
求
人
・
求
職

情
報
の
受
付
を
行
う
と
と
も

に
、
宇
和
島
公
共
職
業
安
定

所
の
協
力
を
得
て
、
2
月
4

日
か
ら
3
月
25
日
の
間
、
毎

週
金
曜
日
に
、（
但
し
、
祝
祭

日
は
前
日
に
変
更
）「
松
下
寿

他
巡
回
職
業
相
談
室
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
17
年
度
の
予
算
査
定
で
は
、

国
か
ら
の
交
付
税
の
減
少
、

景
気
の
動
向
や
高
齢
化
等
を
反

映
し
た
税
収
の
減
収
が
予
想
さ

れ
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
類
似
施
設
や
事
務

事
業
の
徹
底
し
た
精
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
約
２
週
間

に
及
ぶ
査
定
の
中
で
、消
耗
品
・

旅
費
等
の
経
常
経
費
に
つ
い
て

も
思
い
き
っ
た
削
減
に
努
め
、

緊
縮
型
の
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。

　

2
月
は
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会

（
6
日
）、
専
決
事
項
の
承
認
を

受
け
た
臨
時
議
会
（
9
日
）
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
、

県
町
村
会
（
松
山
市
、
16
日
）

が
あ
り
、「
愛
南
町
」
が
全
国

町
村
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
旧
町
村
ご
と
に
地

域
審
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
号
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。

１・２月の町長の動き

消防出初式

平成 17年度予算査定の様子

松下寿㈱離職者対策会議

県町村会定期総会で全国町村会から
「優良町」として表彰を受ける谷口町長

テレビ愛媛による取材

町文化協会役員の方々との対談

南宇和漁協合併推進協議会
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写
真
は
町
内
で
撮
影
し
た
、
大

き
な
こ
ぶ
を
ぶ
ら
さ
げ
た
野
鳥
で

す
。
こ
ん
な
こ
ぶ
を
腰
や
脚
に
つ

け
た
獣
も
見
か
け
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
林
産
物
被
害
は
減
っ
て
い
な
い

よ
う
で
す
が
、
伝
書
鳩
と
し
て
移

入
し
た
ド
バ
ト
な
ど
ご
く
一
部
を

除
け
ば
野
鳥
の
生
息
数
は
確
実
に

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
ヒ
ト
は
ど
う
な
の
で
し
ょ

う
。
厚
生
労
働
省
の
統
計
を
み
ま

す
と
、
悪
性
新
生
物
に
よ
る
死
亡

数
は
昭
和
55
年
の
１
６
１
，
７
６
４

人
が
22
年
後
の
平
成
14
年
に
は

３
０
４
，
５
６
８
人
と
1
．
88
倍
に

な
っ
て
い
ま
す
。
環
境
ホ
ル
モ
ン
の

影
響
が
大
き
い
と
さ
れ
る
前
立
腺

に
よ
る
死
亡
数
は
４
．
６
７
倍
と

急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
15
歳
以
下
の
若
者
の
死
亡
原
因

の
上
位
を
先
天
奇
形
、
染
色
体
異

常
、
悪
性
新
生
物
が
し
め
て
い
ま

す
。
化
学
物
質
過
敏
症
も
、
若
い

人
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
化
学

物
質
の
ヒ
ト
へ
の
影
響
を
心
配
す

る
科
学
者
た
ち
も
多
く
、Ｅ
Ｕ
で
は
、

新
た
な
化
学
物
質
政
策
を
確
立
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
活
動
に
関
連
し
て
、
捨

て
ら
れ
た
ご
み
の
化
学
物
質
と
そ

の
危
険
性
を
考
え
て
み
ま
す
。

　

ま
ず
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の

合
成
樹
脂
製
品
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
柔
軟
性
を
も
た
せ
る
可
塑
剤
と

し
て
、
あ
る
い
は
樹
脂
関
連
物
質

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
フ
タ
ル
酸

化
合
物
の
う
ち
10
種
類
は
環
境
ホ

ル
モ
ン
作
用
が
疑
わ
れ
て
い
ま

す
。
環
境
ホ
ル
モ
ン
が
溶
出
す
る

と
し
て
、
平
成
10
年
頃
に
、
郡
内

で
学
校
の
給
食
食
器
か
ら
除
外
さ

れ
た
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
も
相
変

わ
ら
ず
市
場
に
出
回
り
、
環
境
中

に
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
樹
脂
製

品
と
い
え
ば
、
使
い
捨
て
カ
ッ
プ

に
も
環
境
ホ
ル
モ
ン
を
含
ん
だ
も

の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ビ
ン
も
昔
の
よ
う
に
ガ
ラ
ス
鉱

石
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ビ
ン

の
欠
点
は
重
い
こ
と
と
割
れ
や
す

い
こ
と
。
軽
く
し
て
な
お
割
れ
に

く
く
す
る
た
め
に
、
様
々
な
化
学

物
質
が
添
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
添
加
物
は
は
た
し
て
安
全
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　

缶
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
い

え
る
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
印
刷
を

き
れ
い
に
見
せ
た
り
、
剥
が
れ
に

く
く
す
る
た
め
の
添
加
物
も
心
配

で
す
。

　

印
刷
と
い
え
ば
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
カ
タ
ロ
グ
、
雑
誌
な
ど
の
印

刷
イ
ン
ク
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質

も
安
全
と
は
い
え
な
い
と
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
か
ら
拡

散
す
る
化
学
物
質
に
よ
る
過
敏
症

の
事
例
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会

に
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

家
電
品
を
燃
え
に
く
く
す
る
難

燃
剤
と
し
て
、
有
機
リ
ン
系
の
化

学
物
質
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
急
性
中
毒
と
し
て
喘
息
に
よ

る
突
然
死
が
報
告
さ
れ
、
記
憶
障

害
な
ど
の
神
経
障
害
、
注
意
欠
陥

多
動
性
障
害
に
つ
な
が
る
と
い
わ

れ
る
有
機
リ
ン
系
化
学
物
質
が
不

法
投
棄
に
よ
っ
て
環
境
中
に
ば
ら

ま
か
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ゴ
ム
に
添
加

さ
れ
る
ス
チ
レ
ン
は
、
環
境
ホ
ル
モ

ン
作
用
の
ほ
か
に
骨
髄
腫
、
リ
ン
パ

生
き
て
い
ら
れ
な
く
な
る
？

子
孫
を
つ
く
れ
な
く
な
る
？

（
環
境
衛
生
課
よ
り
）

2003. １. ３「鳥名：シロハラ」
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腫
、
白
血
病
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

末
梢
神
経
障
害
、
色
覚
異
常
が
疑

わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
疾
病
は
、

環
境
ホ
ル
モ
ン
作
用
を
う
け
た
次

世
代
に
も
発
症
し
ま
す
。

　

環
境
ホ
ル
モ
ン
は
最
初
、
生
殖

異
常
が
強
く
叫
ば
れ
命
名
さ
れ
ま

し
た
。
男
性
器
、女
性
器
の
異
常
、

精
子
の
減
少
や
奇
形
な
ど
が
そ
れ

で
す
。
し
か
し
最
近
の
研
究
で
は

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
4
種
や
肥

満
に
も
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が

強
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

合
成
化
学
物
質
の
多
く
は
難
分

解
性
で
、
も
の
に
よ
っ
て
は
環
境

中
に
半
永
久
的
に
残
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
消
毒
と
は
ま
っ
た
く

縁
の
な
い
は
ず
の
北
極
の
シ
ロ
ク

マ
に
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
の
が
良
い
例
で
し
ょ
う
。

　

製
品
を
作
る
と
き
に
は
、
規
制

値
を
下
回
る
量
・
濃
度
で
使
わ
れ

て
い
て
も
、
製
品
か
ら
分
離
し
た

化
学
物
質
は
食
物
連
鎖
を
通
じ
て

生
態
系
の
頂
点
に
位
置
す
る
生
物

の
体
内
に
高
濃
度
で
蓄
積
し
ま

す
。
ヒ
ト
は
、
食
物
連
鎖
の
頂
点

の
生
き
物
で
す
か
ら
、
結
局
自
ら

捨
て
た
は
ず
の
化
学
物
質
が
、
体

内
に
戻
っ
て
き
て
逆
襲
さ
れ
る
。

不
法
投
棄
は
、
ま
さ
に
自
殺
行
為

と
言
え
る
よ
う
で
す
。た
と
え
ば
、

ガ
ン
な
ど
の
病
気
で
生
き
て
い
け

な
く
な
る
。
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
影

響
で
子
孫
が
生
ま
れ
な
く
な
る
。

こ
の
二
つ
で
、
人
類
は
危
機
的
な

状
況
を
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
第
二
次
報
告
書

『
限
界
を
超
え
て
』
で
は
「
こ
の
ま

　

平
成
11
年
に
、蓮
乗
寺
川
地
区
（
松

蔭
秀
行
会
長
）
で
始
ま
っ
た
河
川
清

掃
活
動
も
、
現
在
で
は
矢
の
町
地
区

（
前
田
嘉
明
会
長
）、
中
地
区
（
河
上

雅
昭
会
長
）
と
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
の
川
沿
い
の
13
区
の
蓮

乗
寺
川
を
き
れ
い
に
し
た
い
「
署
名
・

陳
情
活
動
」
を
機
に
、
三
つ
が
統
合

し
、
蓮
乗
寺
川
清
掃
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
て
い
ま
す
。
愛
媛
県
の
認
定

を
受
け
、
予
防
接
種
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
、
川
に
降
り
る
ス
テ
ッ
プ
の

増
設
、
ご
み
袋
や
手
袋
の
支
給
、
ご

み
の
搬
出
、
町
職
員
組
合
の
活
動
参

加
と
県
や
町
の
支
援
を
受
け
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。
鮒
（
ふ
な
）・
鮠

（
は
や
）・
蛍
・
野
鳥
な
ど
の
姿
を
見

か
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん
で
開

か
れ
た
「
愛
と
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

蓮乗寺川ボランティアグループ

ま
放
置
す
れ
ば
、
地
球
は
２
０
２
０

年
頃
か
ら
崩
壊
を
は
じ
め
る
」
と

分
析
し
、
全
国
70
万
人
の
科
学
者

を
代
表
す
る
政
府
機
関
の
日
本
学

術
会
議
は
『
第
１
３
２
回
総
会
声

明
』
で
「
い
ま
こ
の
時
点
で
具
体
的

な
地
球
・
自
然
・
人
類
救
済
策
を

う
ち
だ
さ
な
け
れ
ば
、
二
十
一
世
紀

後
半
に
お
い
て
人
類
文
明
が
滅
亡

の
危
機
に
ひ
ん
す
る
の
は
明
ら
か

で
あ
る
」
と
世
界
に
む
け
て
警
告

を
発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
警
告
は
、
人
口
増

加
、
地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
の

破
壊
な
ど
、
ほ
か
の
様
々
な
環
境

問
題
も
含
め
て
の
も
の
で
す
が
、

子
や
孫
が
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け

る
願
い
を
達
成
す
る
方
法
の
一
つ

に
不
法
投
棄
撲
滅
が
あ
げ
ら
れ
そ

う
で
す
。

こんなものまで捨ててあるよ！

サ
ロ
ン
」
で
は
、
四
つ
目
の
グ
ル
ー

プ
が
誕
生
し
ま
し
た
。
す
ご
く
嬉
し

い
で
す
ね
。

　

こ
の
活
動
を
よ
り
広
く
展
開
す
る

た
め
に
、
行
政
と
も
互
い
に
連
携
し
、

Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、揃
い
の
ジ
ャ
ン
パ
ー

の
着
用
、
愛
南
町
全
体
で
活
動
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
間
の
交
流
、
情
報
交

換
の
場
づ
く
り
、
不
法
投
棄
ご
み
の

減
少
を
願
っ
て
、
監
視
員
の
腕
章
を

は
め
た
り
、
帽
子
や
ジ
ャ
ン
パ
ー
に

ス
テ
ッ
カ
ー
を
つ
け
た
り
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
間
の
交
流
、
情
報
交
換

の
場
と
し
て
は
先
に
あ
げ
た
「
プ
ラ

ザ
じ
ょ
う
へ
ん
」
が
あ
り
ま
す
。
第

４
の
グ
ル
ー
プ
の
誕
生
に
よ
っ
て
、

活
動
流
域
は
清
水
橋
よ
り
更
に
下
流

へ
、
片
ノ
浜
へ
と
伸
び
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
「
美
し
い
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り
に
、

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

（
文
・
河
上
雅
昭
氏
）

セグロカモメ

２５００万倍

マス

２８０万倍

キュウリウオ

８３万５０００倍

動物プランクトン

５００倍

植物プランクトン

２５０倍

アミ類　４万５０００倍

　食物連鎖の網をくぐり抜けていく過程

で、動物の脂肪組織に濃縮されたPCB量

は、通常の2500万倍にも達してしまう。

まずは微生物が、湖底に沈殿している汚

染物質と水から残留性化学物質を摂取す

る。続いて、この微生物が、動物プラン

クトンに補食される。すると今度は、こ

の動物プランクトンを、アミが補食し、

続いて魚類がそれを捕えていく。こう

して次々と食物連鎖を登りつめていった

PCBは、セグロカモメの体内に収まるこ

とになる。

愛リバー・サポーター

「蓮乗寺川をきれいにしたい会」

オンタリオ湖におけるＰＣＢの生物濃縮
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南
宇
和
ふ
る
さ
と
小
包
グ

ル
ー
プ
（
浜
本
恵
子
会
長
、

会
員
53
名
）
は
、
季
節
感
あ

ふ
れ
る
愛
南
町
の
海
と
山
の

産
物
や
手
づ
く
り
加
工
品
を

詰
め
合
せ
た
小
包
を
、
年
３

回
、
全
国
各
地
の
消
費
者
に

届
け
て
い
ま
す
。

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で

は
、｢

５
億
円
の
自
給
運
動
」

に
取
り
組
み
、
農
産
物
の
生

産
や
加
工
、
販
売
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
暮
ら
す

人
た
ち
に
、
今
は
懐
か
し
い

産
品
や
手
づ
く
り
品
を
届
け

た
い
と
の
思
い
が
ま
と
ま

り
、
昭
和
62
年
か
ら
、
郵
便

局
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
「
ふ

る
さ
と
小
包
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
で
は
、
回
を
重
ね

て
20
年
（
通
算
58
回
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
小
包
が
届
い
た

都
市
の
人
た
ち
か
ら
「
ふ
る

さ
と
の
味
が
懐
か
し
い
」「
手

づ
く
り
と
い
う
温
も
り
を
感

じ
ま
し
た
」
等
、
手
紙
や
電

話
に
よ
る
様
々
な
励
ま
し
の

言
葉
を
い
た
だ
き
、
グ
ル
ー

プ
員
の
や
り
が
い
や
今
後
の

活
動
へ
の
活
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

愛
南
町
と
な
っ
た
今
、
農

山
漁
村
女
性
か
ら
都
市
へ
の

情
報
発
信
源
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
の
味
覚
や
香
り
を
感

じ
、
満
喫
で
き
る
産
品
と
し

て
、
よ
り
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
私
た
ち
は
お
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

菊
川
婦
人
グ

ル
ー
プ
（
石
川

良
子
会
長
、
会

員
７
名
）
は
、

昭
和
56
年
、
菊

川
集
落
の
農
家

女
性
で
結
成
し
、

地
域
の
生
活
環

境
改
善
、
農
作

業
改
善
、
農
産

物
の
共
同
加
工
、

地
域
生
産
物
の

付
加
価
値
づ
く

り
、
消
費
者
と

の
交
流
等
に
取

り
組
み
、
町
や

集
落
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
も
積

極
的
に
参
画
し
て
き
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
メ
ン

バ
ー
の
多
く
は
、
柑
橘

栽
培
農
家
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
近
年
で
は
、

柑
橘
を
使
っ
た
加
工
品

や
料
理
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
は
、先
の「
ふ

る
さ
と
愛
南
・
味
フ
ェ

ス
タ｣

で｢

晩
柑
ゼ

リ
ー｣

が
金
賞
を
い
た

だ
い
た
り
、
菊
川
小
学

校
児
童
に
も
喜
ば
れ
た

晩
柑
を
使
っ
た
料
理
伝

承
会
（
2
月
15
日
に
開

催
）
な
ど
に
表
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
開
発
し
た

｢

か
り
ん
と
う｣

は
、
ふ
る
さ
と

小
包
と
し
て
都
市
へ
届
け
た
り
、

道
の
駅
「
み
し
ょ
う
Ｍ
Ｉ
Ｃ
」
や

イ
ベ
ン
ト
等
で
販
売
し
た
り
し
て

い
ま
す
が
、
サ
ク
ッ
と
し
た
食
感

と
柑
橘
の
香
り
漂
う
味
が
大
変
好

評
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
農
家
な

ら
で
は
の
知
恵
と
工
夫
を
結
集

し
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
産
品
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

毎
週
日
曜
日
に
は
、
は
ま
ゆ
う

グ
ル
ー
プ
（
御
荘
成
川
）
と
交
代

で
、
手
づ
く
り
蒸
し
饅
頭
の
販
売

を
行
っ
て
お
り
、
ホ
カ
ホ
カ
の
商

品
を
消
費
者
に
届
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
「
み
し
ょ
う
Ｍ
Ｉ
Ｃ
」
に
も
、

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

今
号
は
、前
号
に
関
連
し
て
、「
愛
南
ブ
ラ
ン
ド
」
創
造
に
向
け
た
住
民
グ
ル
ー

プ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
宇
和
島
中
央
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
御
荘

普
及
室
の
ご
協
力
に
よ
り
、
各
グ
ル
ー
プ
の
方
々
に
、
自
分
た
ち
の
活
動
の
様

子
や
今
後
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
各
グ
ル
ー
プ
の
販
売
実
績
が
向
上
し
た
り
、

よ
り
活
発
な
活
動
が
展
開
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

御
荘
普
及
室
で
は
、
生
活
研
究
協
議
会
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
活
動
に

興
味
の
あ
る
農
家
の
方
は
御
荘
普
及
室
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

特　集

南
宇
和
ふ
る
さ
と
小
包
グ
ル
ー
プ

菊川婦人グループ
（御荘菊川）
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清
水
会
（
赤
松
サ
ト
ミ
会
長
、会
員
５
名
）

は
、
何
か
を
興
し
た
い
、
変
え
た
い
と
い

う
集
落
の
仲
間
が
集
ま
り
、
昭
和
56
年
に

グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
ま
し
た
。
共
同
農
園

で
農
産
物
の
共
同
栽
培
を
手
が
け
る
等
自

給
運
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
ふ
る

さ
と
市
や
消
費
者
と
の
交
流
活
動
に
も
早

く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成
５

年
に
は
、
地
域
の
協
力
を
得
て
、
自
己
資

金
で
加
工
施
設
「
か
ん
こ
ろ
館
」を
建
設
し
、

味
噌
加
工
、
飲
食
店
営
業
、
菓
子
製
造
の

　

キ
ャ
ロ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

（
畑
田
延
子
会
長
、
会
員

４
名
）
は
、
新
鮮
な
野
菜

や
果
物
を
地
元
の
人
に
も

食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
城
辺
郵
便

局
横
に
、平
成
９
年
「
キ
ッ

チ
ン
ハ
ウ
ス
」
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
ま
し
た
。
現
在
、

土
日
を
除
く
毎
日
、
午
前

７
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

営
業
し
て
い
ま
す
。
施
設

は
、
外
観
も
手
づ
く
り
感

あ
ふ
れ
る
素
朴
な
装
い
で

清

水  

会
（
山
出
）

す
が
、
こ
こ
が
私
達
の
生

き
が
い
の
場
所
で
す
。
お

客
さ
ま
の
笑
顔
や
「
お
い

し
い
よ
！
」
と
い
う
声
が

毎
日
の
農
作
業
や
加
工
品

づ
く
り
に
も
元
気
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
内
の
女
性

や
高
齢
者
が
栽
培
し
た
少

量
の
野
菜
や
果
物
で
も
、

新
鮮
で
心
の
こ
も
っ
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
請

け
負
い
、
一
緒
に
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
11
年
に
は
、
加
工

所
「
夢
創
庵
」（
松
本
時
子

代
表
）
を
建
設
し
、
惣
菜
、

菓
子
製
造
の
営
業
許
可
を
、

今
年
度
は
味
噌
製
造
の
許

可
を
取
得
し
ま
し
た
。
加
工
品
の
中
で
も
、

巻
き
寿
司
・
サ
ラ
ダ
巻
き
は
特
に
大
人
気

商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
芋
ケ
ン
ピ
や

ひ
な
豆
、
手
づ
く
り
こ
ん
に
ゃ
く
等
に
加

え
、
味
噌
加
工
品
も
計
画
中
で
す
。

　

キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
で
は
、
い
つ
も
元
気

な
私
達
が
お
迎
え
し
ま
す
。
農
家
な
ら
で

は
の
生
活
の
知
恵
、
旬
の
野
菜
・
果
物
の

お
い
し
い
食
べ
方
等
も
教
え
ま
す
。
ぜ
ひ

立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！　

営
業
許
可
を
取
得
し
ま
し
た
。
活
動
拠
点

が
で
き
た
こ
と
で
、
地
域
特
産
品
の
加
工

品
づ
く
り
に
力
が
入
り
、
先
人
た
ち
か
ら

知
恵
や
技
を
学
び
、
加
工
技
術
を
高
め
、

素
朴
な
郷
愁
産
品
づ
く
り
（
ら
っ
き
ょ
漬
、

巻
き
は
ん
べ
い
、麦
味
噌
、ひ
が
し
や
ま
等
）

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
３
回
の
ふ
る
さ
と
小
包
に
も

当
初
か
ら
参
画
し
、
い
ち
早
く
都
市
と
の

交
流
も
手
が
け
、
南
宇
和
の
懐
か
し
い
手

づ
く
り
産
品
を
全
国
各
地
に
届
け
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
個
別
で
注

文
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、
全
国
各
地
に

清
水
会
の
フ
ァ
ン
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、「
ひ
が
し
や
ま
」
は
人
気
商
品
で
、

自
然
が
産
み
出
し
た
あ
め

色
の
独
特
の
つ
や
と
味
わ

い
が
、
大
変
好
評
で
す
。
ま

た
、
風
通
し
の
良
い
軒
先
に

「
ひ
が
し
や
ま
」
が
並
ぶ
風

景
は
、
ま
さ
に
春
を
待
つ

山
里
の
風
物
詩
で
、
マ
ス

コ
ミ
等
に
も
よ
く
取
材
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
ひ
が
し
や
ま
」
は
、
緑

郵
便
局
を
窓
口
に
単
独

で
も
ゆ
う
パ
ッ
ク
で
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
郷
愁
産
品
は
、

地
元
の
緑
新
鮮
市
、
山
出

温
泉
等
で
も
販
売
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
昔
を
懐

か
し
み
な
が
ら
、
味
わ
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

キャロットグループ
（城辺甲）
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問
題
提
起

　

川
口
泰
司
さ
ん
か
ら
は
、

「
こ
こ
が
変
だ
よ
！
人
権
教
育
！
」

　

〜
加
差
別
？
被
差
別
？

　
　
　
　
　
　
　

反
差
別
！
〜

　

学
校
の
授
業
で
は
、
教
師
が
眉

間
に
た
て
じ
わ
を
寄
せ
、
建
前
だ

け
で
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
か
？

ま
た
、
他
人
事
に
な
っ
て
い
な

か
っ
た
か
？

　

そ
の
結
果
、
子
供
た
ち
の
同
和

教
育
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
「
暗

い
」「
堅
い
」「
同
じ
こ
と
の
繰
り

返
し
」
と
い
う
印
象
が
植
え
つ
け

ら
れ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
が
「
部

落
」
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
す
り

変
わ
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
授
業
が

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
と
い
う

こ
と
を
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

同
和
教
育
の
基
本
は
「
部
落
差

別
の
現
実
に
深
く
学
ぶ
」
と
い
わ

れ
、
被
差
別
の
人
た
ち
か
ら
体
験

談
を
聞
く
こ
と
は
、「
部
落
差
別

の
現
実
」
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
現
実
を
ど
う
切
り
開
い
て
い

く
の
か
と
い
う
こ
と
で
最
も
重
要

な
部
分
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
は
「
部
落
差
別
の
結
果
」
で
し

か
な
い
。
一
方
の
「
加
差
別
」
の

現
実
を
知
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一

人
一
人
が
「
差
別
」
を
見
抜
く
目

を
持
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

差
別
は
悪
質
、
卑
劣
、
そ
し
て

巧
妙
に
行
わ
れ
て
い
る
。「
差
別

は
な
い
の
だ
か
ら
、
も
う
同
和
教

育
な
ん
か
必
要
な
い
で
し
ょ
う
」

と
言
う
人
が
い
る
。
そ
れ
は
「
差

別
が
な
い
」
の
で
は
な
く
、
そ
の

人
に
は
「
差
別
」
が
見
え
て
い
な

い
の
で
す
。「
差
別
」
を
見
よ
う

と
は
し
て
い
な
い
の
で
す
。「
差

別
」
は
見
抜
く
力
が
な
い
と
見
え

な
い
の
で
す
。

　
「
部
落
」
が
あ
る
か
ら
差
別
が

あ
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。「
部

落
」
を
差
別
す
る
人
が
い
る
か
ら

「
部
落
問
題
」
が
あ
る
の
で
す
。

人権・同和教育講演会

いま、同和教育に問われているもの！

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

森
口
さ
ん
と
川
口
さ
ん
の
問
題
提

起
を
受
け
て
、
中
学
生
・
高
校
生

の
素
直
な
す
ば
ら
し
い
発
言
が
、

会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。「
私
も
発
言
し
た
い
」

と
い
う
声
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か

ら
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
状
態
で
閉

会
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
声

を
文
字
に
変
え
て
前
向
き
な
意
見

が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
後
日
発
刊
の
記
録
集
に
掲
載
し

ま
す
）

　

講
演
会
に
こ
ら
れ
な
か
っ
た
方

も
、
町
内
５
箇
所
の
学
校
で
開
催

さ
れ
た
「
校
区
別
同
和
教
育
懇
談

会
」
で
、
お
二
人
の
熱
い
思
い
を

感
じ
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

同
和
問
題
は
、〝
よ
そ
ご
と
〞〝
他

差
別
さ
れ
て
い
い
人
な
ん
て
ひ
と

り
も
い
な
い
。
差
別
す
る
こ
と
で

し
か
生
き
て
い
け
な
い
よ
う
な
、

「
み
じ
め
で
、
情
け
な
い
、
心
の

ゆ
が
ん
だ
人
」
が
い
る
か
ら
「
差

別
」
が
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
み
じ
め
で
、
情
け
な
い
、
心

の
ゆ
が
ん
だ
人
」
と
し
て
加
差
別

の
立
場
に
立
つ
の
か
、
そ
ん
な
自

分
に
は
な
り
た
く
な
い
と
思
っ

て
、
反
差
別
の
立
場
に
立
つ
の
か

が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　１月28日㈮城辺社会福祉会館において、約600
名が参加し講演会を開催しました。コーディネー
ターに城辺小学校の飯田豊一さん。パネリストに
は、徳島県教育委員会の森口健司さんと新大阪人
権協会の川口泰司さんをお迎えし、主題は「いま、
同和教育に問われているもの」と題して、お二人
のパネリストの問題提起を基に、愛南町で推進し
ている人権・同和教育の現状とこれからの方向に
ついて討議を深めました。

講演会をリードされたパネラーの方々

川口泰司先生

森口健司先生
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○ 　

私
は
同
和
地
区
に
生
ま
れ
た

こ
と
を
そ
ん
な
に
悲
観
的
に
受

け
止
め
て
い
な
い
。
同
和
地
区
で

あ
る
こ
と
を
ご
く
ご
く
普
通
に

教
え
ら
れ
、
シ
ョ
ッ
ク
は
な
か
っ

た
。
学
校
で
は
ど
こ
が
同
和
地

区
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は

教
え
て
い
な
い
け
ど
、
友
達
同
士

が「
あ
そ
こ
が
同
和
地
区
な
ん
よ
」

と
言
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
、

「
な
ん
だ
、
み
ん
な
知
っ
て
る
ん

だ
な
」と
驚
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

 　

地
区
内
で
、
子
供
会
活
動
を

し
た
り
、
勉
強
会
を
し
て
い
る
け

ど
、
地
区
外
か
ら
参
加
し
て
い
る

友
達
に
、「
何
で
こ
こ
だ
け
こ
ん

な
こ
と
を
す
る
の
」
と
聞
か
れ
た

と
き
に
、「
楽
し
い
か
ら
よ
」
と

し
か
言
え
な
い
自
分
も
あ
る
。

（
女
子
中
生
）

○ 　

自
分
が
同
和
地
区
出
身
で
あ

る
か
ど
う
か
も
知
ら
な
い
ま
ま
、

同
和
教
育
の
勉
強
を
始
め
た
け

ど
、
母
親
か
ら
こ
こ
が
同
和
地
区

で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
そ

の
と
き
は
、
仲
の
良
い
友
達
と
比

べ
て
、
あ
の
子
達
と
は
違
う
ん
だ

と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
。（
中
略
）

社
会
に
出
て
差
別
に
出
会
っ
た

と
き
、
き
ち
ん
と
対
処
で
き
る
か

ど
う
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、
今
の

時
点
で
は
部
落
差
別
に
対
し
て

正
面
か
ら
向
か
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
今
こ
う
し
て
同
和
問
題
に

つ
い
て
学
習
で
き
る
こ
と
は
幸
せ

だ
と
思
う
。 

（
女
子
高
生
）

○ 　

差
別
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
は
、
知
識
と
し
て
は
持
っ

て
い
る
。
し
か
し
、生
活
の
中
で
、

誰
に
と
い
う
思
い
も
な
く
部
落

に
対
し
て
差
別
す
る
こ
と
を
教

え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

 　

娘
が
結
婚
す
る
と
き
も
、
相

手
が
同
和
地
区
出
身
だ
っ
た
ら

だ
め
だ
と
い
う
想
い
が
よ
ぎ
っ

た
。
こ
れ
か
ら
の
同
和
教
育
は
知

識
の
詰
め
込
み
だ
け
で
は
い
け

な
い
。
心
の
教
育
が
必
要
だ
。

（
男
性
）

○ 　

私
の
ク
ラ
ス
で
同
和
地
区
に

対
す
る
差
別
発
言
が
あ
っ
た
と

き
に
、
私
は
そ
こ
に
い
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
発
言
が
あ
っ
た
と
き

に
「
そ
れ
は
お
か
し
い
」
と
い
う

こ
と
を
素
直
に
言
え
な
く
て
、
た

だ
下
を
向
い
て
い
た
。
差
別
は
悪

い
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
い
る

の
に
、
実
際
目
の
前
で
差
別
が
起

こ
っ
た
と
き
、
何
も
出
来
な
い
で

い
る
弱
い
自
分
が
あ
っ
た
。
で
も

そ
の
こ
と
を
経
験
に
こ
れ
か
ら
し

っ
か
り
学
習
し
て
い
き
た
い
。
私

た
ち
高
校
生
の
世
代
が
、
正
し
く

世
の
中
を
変
え
て
い
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。（女

子
高
生
）

人
事
〞
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
の
す
ぐ
横
に
あ
り
ま
す
。い
え
、

私
た
ち
の
心
の
中
に
あ
り
ま
す
。

人
権
対
策
室
か
ら
の

　
　
　
　

お
知
ら
せ

① 

「
愛
南
町
人
権
・
同
和
教
育
講

演
会
」
の
様
子
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
記

録
と
し
て
残
し
て
い
ま
す
。
ご

覧
に
な
り
た
い
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

※ 

記
録
集
に
つ
い
て
も
近
々
発

刊
予
定
で
す
。

② 

３
月
に
、
同
和
教
育
に
関
す
る

「
愛
南
町
住
民
意
識
調
査
」
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
郵
送
に
よ

り
「
意
識
調
査
票
」
が
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
題
提
起

　

森
口
健
司
さ
ん
か
ら
は

「
自
己
を
み
つ
め
、
語
り
、

　

他
者
と
つ
な
が
る
人
権
学
習
」

　

〜
「
ひ
と
ご
と
」
か
ら
「
わ
が
こ

と
」
へ
「
学
び
・
思
い
・
実
践
」
〜

　

人
権
学
習
は
知
識
の
つ
め
こ
み

で
は
い
け
な
い
。
ま
ず
、
自
分
の

心
の
中
に
「
人
を
さ
げ
す
み
、
人

を
陥
れ
る
」
よ
う
な
、
心
は
な
い

の
か
。
自
分
自
身
に
問
い
か
け
る

こ
と
か
ら
始
ま
る
。
自
分
自
身
の

差
別
心
に
気
づ
く
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
そ
の
気
づ
き
は「
心
豊
か
に
、

参
加
者
の
意
見

熱心に聞く参加者の方々

安
心
し
て
語
れ
る
仲
間
と
の
語
り

合
い
」「
心
の
底
に
あ
る
も
の
を
、

思
い
っ
き
り
表
現
で
き
る
つ
な
が

り
を
つ
く
る
」こ
と
か
ら
始
ま
る
。

　

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な

問
題
を
抱
え
て
生
き
て
い
ま
す
。

そ
の
問
題
を
抱
え
て
隠
そ
う
と
す

る
か
ら
、
人
は
人
を
「
差
別
」
し

て
し
ま
う
の
で
す
。
自
分
の
問
題

を
解
消
し
な
い
限
り
、
い
つ
ま
で

も
人
を
差
別
し
て
し
ま
う
の
で

す
。
自
分
の
居
る
集
団
が
「
安
心

で
き
る
場
所
」「
自
分
を
支
え
て

く
れ
る
場
所
」「
共
感
で
き
る
場

所
」
と
感
じ
た
と
き
、
人
は
自
分

を
さ
ら
け
出
せ
る
の
で
す
。「
悩

み
・
苦
し
み
」
を
皆
の
前
で
さ
ら

け
出
し
あ
い
、
そ
の
こ
と
に
真
剣

に
応
え
て
い
け
る
仲
間
つ
く
り
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

本
気
の
語
り
が
本
気
の
語
り
を

生
ん
で
い
く
。
そ
ん
な
学
び
の
場

を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

言
葉
は
人
を
生
か
し
ま
す
。
で

も
、
言
葉
は
人
を
殺
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
の
言
葉
、
語
り

が
、
私
た
ち
の
友
人
に
、
知
人
に
、

隣
人
に
ど
う
響
い
て
い
る
の
か
。

そ
の
部
分
を
真
剣
に
考
え
、
人
と

人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
心

豊
か
な
愛
南
町
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

川口泰司先生

森口健司先生
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新しい介護について講演された三好春樹先生

各地域の催しなど皆さ

んからのお便りをお待

ちしています。

　広報広聴室

☎72－1211

城辺農業まつり

介護入門講座 in 愛南町

2/15

　御荘文化センターで、自分が受けたい介護が受けられる町を目指
してと題し、各地で活躍中の三好春樹先生（「生活とリハビリ研究所」
主宰）を招き「介護入門講座 in 愛南町」が、昼（住民講座）と夜（専
門講座）の部の２回、開催されました。
　昼の部（住民講座）では、『老いによる呆けや寝たきり、どちらになっ
ても３年経てば同じことになる。それは、生活空間が狭くなって人
間関係がなくなるからだとのこと。「今の自分が自分らしい」と思っ
てもらえる環境をつくる介護をすること。「自分らしい」と思わない
から問題行動を起こす。老人に振り回される「老人が主人公」にな
る介護をめざしましょう。』と理学療法士の経験を持つご自身の体験
談を交えユーモアたっぷりのお話に、約500人ほどで埋まった会場は
介護講座とは思えないほどの笑いの渦に包まれ、明るさと、元気が
もらえた講座となりました。

２
／
13　

　

緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
き
た
農
村
の
良
さ
を
大
切

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
、
平
成
16

年
度
城
辺
農
業
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
甘
夏
、
ポ

ン
カ
ン
、
文
旦
、
大
根
、
ね
ぎ
、

イ
ン
ゲ
ン
な
ど
の
新
鮮
な
農
産

物
の
品
評
会
、
桜
島
大
根
コ
ン
テ

ス
ト
、
生
活
研
究
協
議
会
に
よ

る
包
丁
汁
の
手
作
り
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
農
産
物
の
販
売
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
に
よ
る
不
用
品
バ
ザ
ー
、
餅

ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
果
樹
部
門
】
最
優
等
賞

　
　

甘
夏　
　
　

松
田　

昌
治

　

河
内
晩
柑　
　

埜
下　

和
幸

　
　

文
旦　
　
　

増
田　
　

章

【
野
菜
部
門
】
最
優
等
賞

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー　

原
田　

久
子

桜島ダイコン・コンテスト入賞者

第１位　木村　勝彦さん（17.9㎏ ）
第２位　前田カツミさん（17.0㎏ ）
第３位　三原　慎也さん（16.3㎏ ）
特別賞　寺岡　賢吾さん（14.5㎏ ）

ジャンケンポン！　たのしい頭の体操

　おいしいうどんですよ！
（保育士さんによるバザー）
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祭り用具、公衆便所を整備
（宝くじ助成事業）

松下寿他巡回
職業相談室を開設
2/4 ～ 3/25

EM生かしてやさしい町へ！

  財団法人自治総合センターの「平成16年度コミュ
ニティ助成事業」で、油袋地区（内海）自治会に
祭り用具（太鼓1台、袢天20枚、浴衣41枚、音響設備）
を整備し、樽見地区（西海）には公衆便所が整備
されました。
　この事業は、「宝くじ普及広報事業」として、自
治総合センターが受け入れた宝くじ収益を財源と
して、地域の連帯感に基づく自治意識を盛り上げ
ることを目指し、コミュニティ活動に直接必要な
施設又は設備の整備を行っています。　

世代を超え、一本のたすきをつなぐ

２/ ５

　御荘文化センターで、「城辺女性塾」（山西百合
子塾長）主催により、～地球にやさしい環境づく
り暮らしの中にEMを～をテーマに、村上浩一先
生（今治教育事務所教育指導課指導主事）による、
『子どもたちの総合的な学習がきっかけで、地域
にも広がった環境浄化活動』と題した講演が催さ
れました。
　当日は、100人余りの方々が参加され、上浦小
学校６年生の活動が地域に広がっていった背景
や、EM菌の持つ効果などの話に熱心に耳を傾け
ていました。城辺女性塾は、様々な職種の方々が
集ったグループで、環境美化をテーマに積極的な
活動をしています。

2/12　

　第31回愛媛県駅伝カーニバルが西予市宇和町
で開催されました。この駅伝は、中学生・高校生・
一般と世代を超えた男女（９名）がチームを作り、
市町村対抗駅伝として競ってきたものです。
　これまで、旧（御荘町・城辺町・一本松町）
が参加の経験があり、中でも旧御荘町は過去に
３度優勝するなど、地域の駅伝・スポーツ振興
に大きな影響を与えてきました。
　今回は、愛南町として２チームが参加し、こ
れまでは他チームだった選手も一本のタスキを
胸に、郷土の代表としてすばらしい走りを見せ
ていました。
　結果は、愛南町Ａが６位入賞、同Ｂが11位と
健闘しました。

2/10

  城辺社会福祉会館２階で、「松下寿他巡回職
業相談室」を開設しています。同相談室は、毎
週金曜日（但し、祝祭日は前日に変更）午前
10時から午後３時まで、求人情報や地域労働
市場等の紹介を行っています。２月25日現在
で約200人の方が相談に来られました。また、
創業の相談等も受けつけています。詳しくは、
本庁商工観光課へお問い合せください。

今年の祭りを楽しみに！
     （前田清和　油袋地区自治会長）
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１
月
30
日
、
記
念
す
べ
き
「
第

１
回
愛
南
町
消
防
出
初
式
」
が

7
０
０
名
の
参
加
に
よ
り
盛
大
に

挙
行
さ
れ
、
規
律
正
し
い
分
列
行

進
、車
両
及
び
機
械
器
具
の
点
検
、

小
型
ポ
ン
プ
並
び
に
ポ
ン
プ
車
操

法
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
町
内
５
校
の
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
に
よ
る
服
装
点
検
、
城
辺
・
御

荘
保
育
所
園
児
に
よ
る
か
わ
い
い

踊
り
や
消
防
署
に
よ
る
地
震
等
の

災
害
に
よ
り
倒
壊
し
た
建
物
か
ら

の
負
傷
者
の
救
出
や
孤
立
し
た
負

傷
者
を
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
の
救
助
な
ど
、
本
番
さ
な
が
ら

の
緊
張
感
溢
れ
た
訓
練
が
あ
り
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
谷
口
町
長
が
、「
伝

統
あ
る
消
防
団
で
ご
活
躍
さ
れ
る

団
員
の
方
々
が
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
る
愛
南
町
の

心
強
い
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
、
そ

し
て
、
各
地
域
で
の
リ
ー
ダ
ー
的

な
存
在
と
し
て
、
行
政
だ
け
で
は

で
き
な
い
部
分
を
補
完
し
て
い
た

だ
き
、
公
共
心
に
富
ん
だ
住
民
を

一
人
で
も
多
く
育
て
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
互
い
に
助
け
合

い
支
え
あ
え
る
地
域
を
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
、「
安
心
・

安
全
・
愛
南
」
を
合
言
葉
に
、
災

害
に
強
い
愛
南
町
を
目
指
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

●
功
績
章

　

鷹
野
正
志
団
本
部
副
団
長

●
精
績
章

　

川
﨑
助
一
団
本
部
副
団
長

　

山
本　

勉
団
本
部
副
団
長

●
勤
続
章

　

本
多　

洋
城
辺
方
面
隊
第
10
分

団
団
員

【
愛
媛
県
知
事
表
彰
功
労
章
】

　

稲
田
眞
一
消
防
本
部
司
令
補

外
7
名

【
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
】　

●
功
績
章

　

竹
場　

央
団
本
部
副
団
長外

2
名

●
勤
続
章

　

浅
野　

泰
内
海
方
面
隊
第
3
分

団
分
団
長
外
37
名

【
愛
媛
県
消
防
協
会
長

感
謝
状
家
族
内
助
の
功
労
者
表
彰
】

　

原
田
佳
子（
団
本
部
団
長
の
妻
）

【
愛
南
町
長
表
彰
】

　

久
徳
堅
二
御
荘
方
面
隊
第
３
分

団
副
分
団
長
外
９
名

【
愛
南
町
消
防
団
長
表
彰
】　

　

中
井
洋
二
西
海
方
面
隊
第
９
分

団
分
団
長
外
33
名

【
団
体
表
彰
】　

●
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　
　

城
辺
方
面
隊
第
３
分
団

●
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
　

城
辺
方
面
隊
第
９
分
団

【
退
職
者
感
謝
状
授
与
者
】　

　

大
森
義
久
元
一
本
松
町
消
防
団

外
10
名

　

当
日
、
表
彰
の
栄
誉
を
受
け
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
代
表
者
の
み
掲
載
（
敬
称
略
）
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第１回

愛南町消防出初式
１/30㈰
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参加のまちづくりは公民館から
鬼の面々！

12
／
23　

　

広
見
地
区
の
恒
例
行
事
と
な
っ

た
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
行
わ
れ
、
団
体
戦
や
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
賞
な
ど
、
約
60
人
が

楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
と

分
館
主
事
（
非
常
勤
）
と
の
協
力

に
よ
り
、
希
薄
に
な
る
世
代
間
の

交
流
を
活
発
に
し
、
互
い
に
助
け

合
え
る
関
係
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
／
３

　

一
本
松
地
区
（
2
月
1
日
現

在
、
２
１
９
世
帯
）
を
対
象
に
、

分
館
主
事
（
非
常
勤
）
主
催
に

よ
る
節
分
行
事
（
第
６
回
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
同

地
区
壮
年
グ
ル
ー
プ
も
協
力

し
、
赤
や
青
鬼
に
ふ
ん
し
た
8

名
が
、
太
鼓
の
音
を
鳴
ら
し
な

が
ら
約
20
世
帯
を
回
り
、
子
供

た
ち
の
鬼
を
怖
が
る
悲
鳴
に
、

鬼
や
保
護
者
も
笑
み
を
こ
ぼ
し

て
い
ま
し
た
。

一本松公民館

一
本
松
公
民
館
一
本
松
分
館

一
本
松
公
民
館
広
見
分
館

城
辺
公
民
館

わぁ～、はいったよ！

２
／
６

　

第
１
回
一
本
松
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
と
公
民
館
主
催
に
よ

る
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ

れ
、一
本
松
中
学
校
サ
ッ
カ
ー

部
を
含
む
、
11
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
2
部
制
に
分
か
れ
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
、
左
の
と
お
り
で
す
。

【
一
部
優
勝
】

　

一
中
サ
ッ
カ
ー
部
Ａ

【
二
部
優
勝
】

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
一
本
松
支
所

１
／
19

　

城
の
辺
学
習
館
で
60
名
の
参
加
に
よ

り
城
辺
成
人
学
級
を
開
催
し
ま
し
た
。

愛
媛
県
生
涯
学
習
推
進
講
師
・
隅
田
守

郎
先
生
を
お
招
き
し
「
身
近
な
環
境
問

題
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
の
講
演
で

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
環
境
ホ
ル
モ
ン

が
私
た
ち
の
身
体
に
及
ぼ
す
影
響
や
フ

ロ
ン
ガ
ス
が
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
に
つ
な

が
る
こ
と
な
ど
、
身
近
な
環
境
問
題
か

ら
地
球
規
模
の
環
境
問
題
ま
で
幅
広
い

内
容
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
の

家
庭
で
の
省
エ
ネ
の
実
践
談
も
交
え
な

が
ら
の
講
演
に
、
参
加
さ
れ
た
方
々
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
お
寒

い
中
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

体力の勝利！

正木公民館と上大道公民館に電話機が設置されました。地域の連帯感をはかり生涯学習の推進等、公民
館活動の充実をめざしたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

正木公民館　☎84－3518 上大道公民館　☎84－3751

日々の生活を見直そう！
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九
州
、
京
都
、
そ
し
て
、

内
海
へ
…
…

　　

大
森
さ
ん
は
、
本
籍
は
愛
媛
県

松
山
市
で
す
が
、
終
戦
後
ま
も
な

く
、
父
親
が
亡
く
な
り
、
母
方
の

里
で
あ
る
九
州
で
生
活
を
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
学
生
時
代
を
含

め
40
年
ほ
ど
京
都
に
生
活
の
場
を

移
し
、
平
成
16
年
3
月
に
京
都
市

役
所
を
退
職
後
、
第
3
の
人
生
を

有
意
義
に
過
ご
し
た
い
と
の
思
い

で
、
同
年
4
月
、
内
海
に
移
住
さ

れ
ま
し
た
。

内
海
と
の
出
会
い
…

　

今
か
ら
40
年
ほ
ど
前
に
、
宇
和

島
か
ら
足
摺
岬
に
行
く
旅
行
で
、

内
海
村
を
一
度
通
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
時
に
、
す
ご
い
と
こ
ろ

だ
な
あ
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
頃
は
、「
旧
道
で
道
が
曲
が
り

く
ね
り
、
上
が
っ
た
り
、
下
が
っ

た
り
と
い
う
感
じ
の
道
だ
っ
た
。

当
時
の
村
は
、
今
日
の
よ
う
に
木

も
茂
っ
て
な
く
、
段
々
畑
が
そ
ろ

そ
ろ
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
頃

で
は
あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
美
し

い
段
畑
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て

い
る
。
そ
の
風
景
を
見
て
、
厳
し

い
生
活
状
況
の
中
で
、
す
ご
い
努

力
を
さ
れ
て
い
る
地
域
だ
な
あ
と

思
っ
た
。」
と
、
当
時
を
懐
か
し

そ
う
に
振
り
返
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
何
回
か
村
を
訪

れ
、
ち
ょ
う
ど
10
年
位
前
か
ら
、

第
3
の
人
生
を
ど
こ
で
過
ご
す
か

と
探
し
て
い
た
頃
に
、「
内
海
の

真
珠
貝
の
へ
い
死
問
題
や
景
気
の

悪
化
に
よ
り
、
地
域
が
衰
退
し
て

い
る
状
況
の
中
で
、
住
民
の
方
々

が
、
な
ん
と
か
し
よ
う
と
活
動
さ

れ
て
い
る
の
を
見
て
、
と
て
も
感

銘
を
受
け
た
。
そ
ん
な
内
海
と
ご

縁
が
あ
っ
て
、
で
き
る
も
の
な
ら

こ
こ
で
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思

い
、
様
々
な
方
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
村
民
に
な
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。」
と
、
笑
顔
で
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

お
と
ぎ
話
「
海
辺
村
の

人
魚
姫
」（
平
成
16
年
12

月
完
成
。

あ
り
が
と
う
内
海
、Ｄ
Ｅ
・

あ
・
い
・
21
、
そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
へ
…

　

こ
の
お
と
ぎ
話
を
書
い
た
の

は
、柏
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、

夏
休
み
に
、「
Ｄ
Ｅ
・
あ
・
い
・

21
」
の
玄
関
前
に
あ
る
人
魚
像
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト〝
パ
ー
ル
ち
ゃ
ん
〞

を
自
発
的
に
清
掃
し
て
く
れ
た
と

い
う
の
を
聞
き
、
と
て
も
感
銘
を

受
け
た
の
が
切
っ
掛
け
だ
そ
う
で

す
。
内
容
は
、
勤
勉
な
人
々
の
住

む
海
辺
村
を
舞
台
に
、
美
し
い
海

に
し
か
住
ま
な
い
と
い
う
人
魚
一

族
と
、
村
人
と
の
生
活
の
様
子
や

真
珠
像
に
な
っ
た
か
わ
い
い
人
魚

姫
と
、
乱
暴
で
怠
け
者
の
ウ
ツ
ボ

の
浜
ち
ゃ
ん
を
中
心
に
進
む
お
と

ぎ
話
で
す
。
大
森
さ
ん
は
、
子
ど

も
た
ち
に
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
認

識
し
て
ほ
し
い
と
、
柏
小
学
校
に

寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
燃
え
て
…

　

町
村
合
併
の
昨
今
に
つ
い
て

は
、『
国
の
財
政
状
況
や
地
域
の

問
題
、
社
会
構
造
の
変
化
を
考
え

る
と
、
町
村
合
併
は
い
た
し
か
た

な
い
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
は
、
合

併
し
た
か
ら
、
ど
こ
の
地
区
も
均

一
に
と
い
う
か
、
み
ん
な
同
じ
色

と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。
愛
南

町
も
、
旧
町
村
単
位
の
地
区
が
、

互
い
に
連
携
・
協
力
し
あ
っ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
性
を
も
っ
て
が

ん
ば
っ
て
い
く
と
い
う
両
面
が
な

い
と
だ
め
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
愛

南
町
が
目
指
す
「
主
役
は
住
民
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
よ

う
に
、
住
民
が
積
極
的
に
ま
ち
づ

く
り
に
関
わ
っ
た
り
、
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

づ
く
り
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。』
と
、
今

後
の
意
気
込
み
を
熱
く
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

大森　壽人（柏）

お
と
ぎ
話
の
題
材
に
な
っ
た
パ
ー
ル

ち
ゃ
ん

（
Ｄ
Ｅ
・
あ
・
い
・
21
玄
関
前
に
設
置
）

エンジョイ
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ゴミを捨てないで！

スクールトピックススクールトピックススクールトピックス

内海中学校

い
ま
す
。
と
て
も
、
寂
し
い
こ

と
で
す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

町
内
で
も
、
こ
の
よ
う
に
小

中
学
校
や
一
般
ま
で
の
各
種
団

体
に
、
道
路
や
河
川
な
ど
の
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

活
動
が
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
を

取
り
巻
く
生
活
環
境
は
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
、

道
行
く
人
も
、
目
を
覆
い
た
く

な
る
光
景
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

で
き
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
活

動
が
な
く
な
る
よ
う
に
、
一
人

ひ
と
り
が
「
ゴ
ミ
を
捨
て
な

い
」、「
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
許

さ
な
い
」、
こ
の
こ
と
を
忘
れ

ず
に
生
活
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

気分はすっかり縄文人！

２
／
10

  

魚
神
山
小
学
校
（
全
校
児
童
15
名
）

で
は
、
吉
田
鋭
三
さ
ん
（
船
越
）・
宮

部
利
夫
さ
ん
（
柏
）
に
よ
る
「
縄
文
焼

き
の
焼
き
物
教
室
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
教
室
は
、
造
形
活
動
を
通
し
て
、

豊
か
な
感
性
や
創
造
性
、
表
現
力
を
養

う
と
と
も
に
、
縄
文
焼
き
の
知
識
と
技

能
を
身
に
付
け
、
先
人
た
ち
の
英
知
を

学
ぶ
こ
と
を
狙
い
に
実
施
さ
れ
た
体
験

学
習
で
す
。
吉
田
さ
ん
が
、「
土
器
を

づ
く
り
、
焼
き
、
土
器
出
し
と
、
3
回

楽
し
め
る
よ
。」
と
い
う
説
明
に
、
児

童
も
、
笑
顔
で
元
気
よ
く
返
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
明
る
く
、
素
直
さ
が
と
て

も
印
象
に
残
る
児
童
た
ち
で
し
た
。

魚神山小学校

指導をされる吉田鋭三さん

製
作
し
ま
し
た
。
そ
の

設
置
方
法
に
つ
い
て
児

童
か
ら
相
談
を
受
け
た

本
庁
環
境
衛
生
課
が
看

板
を
作
成
し
、
児
童
と

一
緒
に
僧
都
川
土
手
2

箇
所
に
看
板
を
設
置
し

ま
し
た
。
児
童
た
ち
も
、

自
分
た
ち
が
考
え
た
こ

と
が
、
多
く
の
人
々
に

伝
わ
り
実
現
し
た
こ
と

で
、
地
域
の
一
員
で
あ

る
と
い
う
自
覚
や
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
を
見
直

す
機
会
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

城辺小学校

２
／
４

　

内
海
中
学
校（
全
校
生
徒
75
名
）

は
、「
少
年
の
日
」
を
記
念
し
て

道
路
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
学
年
ご
と
に
作
業
場

所
を
決
め
て
、
空
き
缶
や
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し

た
。
生
徒
も
、
ゴ
ミ
の
多
さ
に
驚

い
た
そ
う
で
す
。
酒
井
校
長
先
生

は
、「
昨
年
度
も
同
じ
場
所
を
清

掃
し
ま
し
た
が
、
2
週
間
は
ゴ
ミ

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

今
年
は
2
日
後
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
が
、

せ
っ
か
く
き
れ
い
に
し
て
い
る
の

に
、
大
人
が
悪
い
見
本
を
見
せ
て

２
／
16

　

城
辺
小
学
校
6
年
2
組

（
24
名
）
で
は
、「
近
隣
の

人
々
と
の
生
活
を
考
え
よ

う
」
と
い
う
家
庭
科
の
学

習
で
、
自
分
た
ち
の
目
線

で
何
が
問
題
な
の
か
、
自

分
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と

を
考
え
た
結
果
、「
街
の

中
に
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が

多
い
」、「
僧
都
川
に
ゴ
ミ

が
散
乱
し
て
い
る
」「
商

店
街
な
ど
車
の
騒
音
が
大

き
い
」
な
ど
の
問
題
を
見

つ
け
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を

川を汚さないで！
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西海区長（行政協力員）会の様子

山科　遥
はる

斗
と

くん（広見）

平成15年12月生まれ
保護者　隆治さん

中松　桐
きり

子
こ

ちゃん（中川）

平成15年５月生まれ
保護者　勝二さん

徳茂　佑
ゆう

星
せい

くん（増田）

平成15年８月生まれ
保護者　博人さん

津々木陽
ひな

乃
の

ちゃん（中川）

平成 15年 10 月生まれ
保護者　武志さん

あああああああああ
ななな
たたた
がががががががが
好好好
きききき

あ
な
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の
情報

役
　場
から

■愛南町役場  72 － 1211
　城辺保健福祉センター
 72 － 1212
　水道課  72 － 0835
　環境衛生センター
 72 － 6955
　山出憩いの里温泉
 72 － 6263

□内海支所  85 － 0311
　国保内海診療所
 85 － 0341
　内海保健センター
 85 － 0888
　ゆらり内海  85 － 1155
　ＤＥ・あ・い・21
 85 － 1021

□御荘支所  72 － 1111
　御荘文化センター
 73 － 1111
　みしょうＭＩＣ
 72 － 1115
　御荘Ｂ＆Ｇ海洋センター
 72 － 1117
　御荘老人福祉センター
 72 － 3547

□一本松支所  84 － 2211
　一本松保健センター
 84 － 1251
　一本松温泉あけぼの荘
 84 － 3260
　国保一本松病院
 84 － 2255
　クリーンセンター
 84 － 3700
　社会福祉協議会
 70 － 2177

□西海支所  82 － 1111
　西海保健センター
 82 － 0033

IN
F
O
R
M
A
T
IO

N

日 曜 時　間 行　事　名 場　　所 担当課等

1 火 10：00～ 南宇和高等学校卒業証書授与式 南宇和高等学校体育館 南宇和高等学校

2 水
  9：00～11：00 子育てサークル活動 御荘保育所 御荘保育所

19：00～20：30 地域づくり「人生いろいろ」春日三球 一本松山村開発センター 一本松公民館

3 木 10：00～12：00 金婚式表彰式 社会福祉会館 高齢者対策課

5 土 14：00～16：00 子ども映画会 夢創造館 夢創造館

6 日
  8：30～16：00
12：30～16：40
13：00～16：00

南宇和サッカー選手権大会
第16回南宇和こころの健康大学
城辺公民館学習成果発表会

南レク５号公園多目的グラウンド

御荘文化センター
城の辺学習館

文化スポーツ振興課
健康増進課
城辺公民館

8 火 あけぼの荘入浴料半額日 あけぼの荘 あけぼの荘

9 水   9：00～11：00 子育てサークル活動 御荘保育所 御荘保育所

12 土

  8：00～12：00 世代間交流ペタンク大会 城辺小学校 城辺公民館

18：00～19：30 第７回トレッキング・ザ・空海前夜祭～芹洋子コンサート～ DE・あ・い・21 DE・あ・い・21

18：30～20：30 第４回「見つめよう」人権コンサート 一本松山村開発センター 一本松公民館

13 日

  8：30～16：30 第７回トレッキング・ザ・空海 DE・あ・い・21 DE・あ・い・21

13：00～15：00 西海女性の集い 西海体育館 社会教育課

14：00～16：00 幼児映画会 夢創造館 夢創造館

16 水
  9：00～11：00 子育てサークル活動 御荘保育所 御荘保育所

ゆらり内海入浴料半額日 ゆらり内海 ゆらり内海

17 木 各中学校卒業式 各中学校 学校教育課

19 土 14：30～15：30 絵本の読み聞かせ 夢創造館 夢創造館

20 日 春分の日

21 月
振替休日

18：30～ 愛南町人権を考える町民の集い 御荘文化センター 社会教育課

22 火
山出憩いの里温泉　休館日（21日からの変更）山出憩いの里温泉 山出憩いの里温泉

あけぼの荘入浴料半額日 あけぼの荘 あけぼの荘

23 水   9：00～11：00 子育てサークル活動 御荘保育所 御荘保育所

24 木 各小学校卒業式 各小学校 学校教育課

26 土 各保育所卒園式 各保育所 福祉課

27 日

10：00～15：00 由良まつり ゆらり内海駐車場 内海支所まちづくり振興課

14：00～15：00 作って遊ぼう（幼児親子対象）夢創造館 夢創造館

18：30～ 第19回定期演奏会（南宇和高等学校吹奏楽部）御荘文化センター 南宇和高等学校

30 水   9：00～11：00 子育てサークル活動 御荘保育所 御荘保育所

平成17年３月行事予定表

　うっかり忘れて期限を過ぎて申告や納税をすれば、本税のほかに加算税
や延滞税を納めていただく場合がありますので、ご注意ください。

所得税の確定申告と納税は、3月15日㈫・
消費税及び地方消費税は、3月31日㈭まで

　税務署では、確定申告書等の記載方法について「申告書作成コーナー」
を設置し、集合方式によるアドバイスを行い、ご自身で申告書を最後まで
作成していただいております。ご理解とご協力をお願いします。

インターネットで簡単に申告書の作成ができます。
　国税庁のホームページで、所得税の確定申告書等を簡単に作成すること
ができます。作成した申告書はカラープリンターで出力し、添付書類とと
もに税務署へ提出してください。（申告書は、郵送で提出することをお勧
めしています。）
　国税庁のホームページアドレス
は、http://www.nta.go.jp
　何か不明な点があれば、お気軽
にお問い合せください。
　宇和島税務署
（代表） 0895-22-4511
（個人課税部門） 0895-22-7556

お忘れなく春の確定申告

申告書の受付（御荘文化センター）
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役場からの情報

旧内海村 旧御荘町 旧城辺町 旧一本松町 旧西海町
町 県 民 税 － － － 10 期分／ 10 期 10 期分／ 10 期
固 定 資 産 税 － － － － －
国民健康保険税 10 期分／10期 10期分／10期 10期分／10期 10 期分／ 10 期 10 期分／ 10 期
介 護 保 険 料 10 期分／10期 10期分／10期 10期分／10期 10 期分／ 10 期 10 期分／ 10 期
保 育 所 保 育 料 毎月月末 毎月月末 毎月月末 毎月月末 毎月月末
下 水 道 使 用 料 毎月月末 毎月月末 毎月月末

　※旧西海町の定期納入日は、25日㈮です。

❶ 住宅使用料、住宅共益費、駐車場使用料は、毎月、当月分を月末に振替します。なお、該当日が休日の場合は、
翌日となります。
❷ 上水道使用料・簡易水道使用料の振替日は毎月21日、再振替日は翌月10日です。
❸ 口座振替依頼書を提出している方は、新たに提出することなく、処理させていただきます。

町税は納期までに確実に納入しましょう！

～税に関するご質問は本庁税務課までお問い合せください。～

３月納税等のお知らせ

口座振替日のお知らせ

今月の

 犬・猫の
引取日は以下のとおりです

２日・９日・16日・30日の水曜日の
ＡＭ8:30～10:00までです

4月の引取日は、

６日・13日・20日の
水曜日のＡＭ8:30～10:00

　上記の時間内に、役場本庁または各支
所まで連れてきてください。
　詳しくは、本庁環境衛生課
〈☎ 72－ 1211内線 502〉または各支所
の地域整備課までお問い合せください。

月　日 曜日 場　　所 受付時間

健康相談
(御荘支所 )

３月７日 月 老人福祉センター 10：00～12：00

３月８日 火
栄 町 集 会 所 10：00～11：30

和口第２集会所 13：30～15：00

３月９日 水 中浦漁村振興センター 13：30～15：00

３月10日 木 平 山 集 会 所 13：30～15：00

３月11日 金 赤 水 公 民 館 13：30～15：00

月　日 曜日 場　　所 受付時間

育児相談

３月９日 水 一本松保健センター ９：30～11：00

３月14日 月 城辺保健福祉センター 13：30～15：30

３月28日 月 御荘夢創造館 ９：30～11：30

☆母子保健事業

☆老成人保健事業

保健事業のお知らせ（３月）

就学援助制度のお知らせ

　就学援助制度は経済的理由によっ
て、学校に行くことが困難な小・中学
生を対象として、その保護者に学校で
必要な経費の一部を援助する制度で
す。
　この制度は本人の申請が必要です。
　詳しくは、学校教育課までお問い合
せください。
　　　　　　　　　☎７２－１１１３

平成17年度交通災害共済に加入しませんか
共済掛金
　１人年額　 一般　　　600円
　　　　　　中学生以下 250円
（平成 2年４月２日以降の誕生日の方）
共済期間
　平成17年４月１日～平成18年３月31日
　● 途中ご加入の方は、掛金を納め
た翌日から平成 18年３月 31日
までとなります。

　　転出された場合も共済期間は有
効です。
加入資格
　愛南町に居住し、住民基本台帳に
記録または外国人登録されている方、

および共済加入者の被扶養者で町外
に居住しておられる方。
加入口数
　加入はお１人１口に限ります。
加入申込み期間
　ただ今お申し込み受付中。
お申し込み・お問い合わせ
※ 現在、行政協力員の方々を通じて
申込みの受付をしています。
　詳しくは、本庁総務課または支所
庶務課まで、お申し込み・お問い合
せください。
　共済掛金納入後に加入者証をお渡
しいたします。
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役場からの情報

　現在、保険料の割引となっています「1年前納」「６ヶ月前納」「年度途中前納」に加え、平成
１７年 4月から口座振替納付に限って「当月振替」が導入され、保険料が割引されることになります。
　これまで納付期限である翌月に保険料を納付していた場合において、ある月に 2ヶ月分の保険
料を一括払いし、その後は 1ヶ月分の保険料を毎月納付（当月振替）する場合に、新たな割引を
適用します。
　1ヶ月当たり、約40円の割引となる予定です。なお、国民年金保険料は、平成１７年4月から月額
280円引き上げられ、月額13,580円になります。
　口座振替による「1年前納」等についても、新たに前納割引を適用します。4月分から来年 3月
分まで、1年間の保険料を 4月末日に口座振替で納付する場合、現金前納と比較して約 500円（予定）
割引増となります。
　口座振替割引制度を利用される場合は、手続きが必要となります。お申込み、お問い合せは、住

所地を管轄する社会保険事務所までお願いします。

愛媛県社会保険事務局宇和島事務所　☎０８９５－２２－５３４４

国民年金保険料の口座振替割引制度導入のお知らせ

　“南宇和心の健康を考える会 ”では、今年度は、社会的に
大きな問題となっている『うつ』をテーマに学習会を行いま
した。１月２６日には愛媛県精神保健福祉センターの戒能德樹
先生から、『地域におけるうつ対策の必要性』についてご講
演いただきました。
　『ちょっとした環境の変化、時には他人からみれば喜ばし
いこと』がストレスになることがあります。こうしたストレ
スが多くなると、こころやからだに変調があらわれること
も・・・

　そして、それがさらにひどくなれば、うつ病などにかかっ
てしまうケースもあります。こんな症状を見過ごしていませ
んか。
　軽症うつ病の症状には、頭痛・肩こり・夜が眠れない・や
る気がしない・気分が落ち込む・食欲がない・息苦しさを感じる・性欲が落ちる等さまざまですが、誰もが
経験したことのある身近なものばかり。
　こころとからだは密接につながっています。
　いつまでもとれない“ゆううつな気分やからだの変調”を、単なる疲れと見過ごさないでください。

　少しでも、気になることがある方は、早めに専門医の診察をおすすめします。

〝 こころの健康づくり ″はじめましょう

『南宇和心の健康を考える会』
【事　業】

　地域住民のこころの健康に関する調査･学習会等に取り組んでいま
す。最近では、アルコール依存症や思春期についても行っています。
【構成員】

　保健・医療・福祉機関・行政・団体の関係者・心の健康に関与す
る地域住民等の多方面のスタッフから構成されています。
【お問い合わせ】

　愛南町城辺保健福祉センター
　☎（０８９５）７２－１２１２

トレッキング・ザ・空海第 7回

3月13日（日）開催
開会式　AM9：40 ～

集合場所　DE・あ・い・21
小雨決行、雨天の場合 3月 20 日（日）

“南宇和心の健康を考える会”
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町営住宅の入居者募集について
　現在、空室となっております町営住宅について、入居者の募集をいたします。入居をご希望の方は、
関係書類を添えて下記によりお申込み下さい。

１．住宅（空家）の概要

住 宅 名 三島団地２棟 中原住宅 豊田東団地
区 分 公営住宅（昭和49年度建築） 公営住宅（昭和46年度建築） 公営住宅（昭和42年度建築）
所 在 地 愛南町城辺乙 669番地 愛南町城辺甲 78番地 愛南町城辺甲 4091番地
居 住 床 面 積 ５３．７０㎡ ４１．８０㎡ ３８．３０㎡
間 取 り ３ＤＫ (和 6畳、和 4.5帖、洋 4畳程度 ) ３ＬＤＫ (和 6畳、洋 4.5帖、洋３畳 ) ２ＬＤＫ (和 6畳、和 4.5畳 )
構 　 造 鉄筋３階建 鉄筋３階建 ブロック造平屋建
空 　 室 236号（３階） 133号（３階） ４号
家 　 賃 9,300円～ 15,400円／月 7,200～ 11,900円／月 3,600円～ 5,300円／月
敷 　 金 家賃の３ヶ月分 家賃の３ヶ月分 家賃の３ヶ月分
共 益 費 有 有 有
連 帯 保 証 人 ２名（同居者以外） ２名（同居者以外） ２名（同居者以外）
附 帯 設 備 増築部分有
２．申込み受付期間　　　平成17年３月７日㈪～平成17年３月16日㈬

受付時間　　　午前８時30分～午後５時15分（土・日曜日は除きます。）
３．入居者資格 (次のすべての条件を満たしていること )
　（1）愛南町内に居住している方、及び愛南町内に居住を希望している方で、住宅にお困りの方。
　（2）市町村税を滞納していない方。
　※ 尚、収入により入居資格に制限があります。
４．申込み方法等

　　入居を希望される方は、愛南町役場財産管理課住宅係【☎ 72-1211（内線 221、222）】までお問い
合せください。

役場からの情報

WANT E D

どんな小さな情報でもお寄せ下さい。
※フリーダイヤル 0120-006024（オウム 24時間）
　でも受け付けております。　　　　　　　　　　

オ ウ ム 特 別 手 配 犯 人
～あなたからの情報をお待ちしています～

愛媛県警察本部
℡ 089-934-0110

平
ひら

田
た

　信
まこと

　39歳　183㎝位 高
たか

橋
はし

克
かつ

也
や

　46歳　173㎝位 菊
きく

地
ち

直
なお

子
こ

　33歳　159㎝位

御荘警察署からのお知らせです
　御荘警察署は平成17年４月１日より愛南警察署と名称を改めることと
なりました。今後、警察署へ各種申請・届け出等される方にあってはお
間違えのないようにお気をつけ下さい。

3 / 2 0 に地下鉄サリン事件から丁度 10 年を迎えます。
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�����������くらしの情報

宇和島地区広域事務組合臨時職員の採用候補者面接試験を次のとおり行います。
１．募集する職種・人員、資格等

試験区分 採用予定
人　　員 性別 年齢 勤務場所 職務内容基本給 受験資格

臨　
　
　

時

看 護 師 若干名 不問 45歳未満
湯乃香荘
広域福祉施設
（津島町山財）

入居者の看護業務に
従事
月額15～ 17万円

正看護師・准看護師
免許を有する者

介護職員 十数名 〃 45歳未満
湯乃香荘
広域福祉施設
（津島町山財）

入居者の介護業務に
従事
月額13万円～

ヘルパー２級以上の
資格を有する者

※ 年齢については、昭和35年４月２日以降の生まれで、採用後は本人が宇和島市、南北宇和郡の市町村に居
住することができる者であること。日本国籍を有する者。
　ただし、地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16条各号の一に該当する者は受験できません。
２．試験の内容

　（１）面接試験
３．応募に必要な書類

　（１）履歴書（市販のものでも可）
　（２）資格免許証及び証明書並びに取得見込書の写
４．申し込み方法

　宇和島地区広域事務組合事務局（宇和島市曙町１番地・宇和島市役所８階）に直接提出して下さい。
５．受付期間

　平成17年３月１日㈫から平成17年３月14日㈪までの執務時間中。
６．試験の日時及び場所

　面接試験　平成17年３月22日㈫　午前９時　宇和島市役所８階801会議室
７．問い合わせ先

　宇和島地区広域事務組合事務局管理課　☎ 22－ 8664　24－ 1111（内線 396）

平成17年度採用　宇和島地区広域事務組合臨時職員募集
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今月の

社会保険一日相談

日　時　３月15日（火）

午前10時～午後３時30分

場　所　城辺商工会館　２階
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一　般　内　科
第１日曜日 6日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70－1511

第２日曜日 13日 竹 本 医 院 城 辺 甲 ☎72－3271

春 分 の 日 20日 内 海 診 療 所 柏 ☎85－0341

振 替 休 日 21日 福 浦 診 療 所 福 浦 ☎83－0510

第４日曜日 27日 西 本 病 院 御荘平城 ☎73－2121

1．診療時間は午前 9時より午後 4時迄。
2．診療科目は内科系の救急患者の方です。

救　急　外　科

日 曜・ 祝 祭 日 県 立
南 宇 和 病 院 城 辺 甲 ☎72－1231

1．診療時間は日曜日午前8時30分より月曜日午前8時30分迄。
2．診療科目は外科系の救急患者とします。

3月の当直医

問合せ先　　休日当番医案内　☎72－1234
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■日　時 平成17年３月20日㈰　11：00 ～ 14：00
■場　所　　プラザじょうへん
■内　容　　 城辺商店街中心地にあるボランティアの活動拠点でもあり、地域住民の交

流の場である「プラザじょうへん」周辺の空き店舗に楽しいスポットを作

り、元気印の住民パワーを発掘したいと開催します。

（イベント内容）

 ・ リアカー市・ボランティア活動の展示や点字、介護、手話などの体験コー

ナー、路上ライブ、お宝市、オープンカフェ（カツオ丼他）、町内在住

ア－ティストの個展、アマチュアの趣味の作品展や商店街のワゴンセー

ルなど、楽しい催しでいっぱいです。なお、展示については土曜日の

午後から行っています。

皆さん、遊びに来てネ！
【連絡先】

　〒 798-4131南宇和郡愛南町城辺甲 1976番地
☎ 0895-73-2288（連絡会）　☎ 0895-73-2053（交流サロン）　
メールアドレス：vrplaza-johen@poem.ocn.ne.jp
プラザカレンダー：http://vrlplaza.sakura.ne.jp
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●
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　地域交流センター「プラザじょうへん」は、愛南町ボラン
ティア連絡会（高橋和江会長、8団体で構成）が運営を行っ
ています。連絡会以外の団体や個人、どなたでも開いてる時
は自由にご利用いただけます。利用時間は、週 4回（日・月・
火・金）朝 11 時から夕方 4時までです。インターネットや
書籍、ボランティア活動や福祉関係など、何かお困りなこと
があれば、気軽にご相談ください。また、トイレ（車イス対
応可）もあります。
　そして、地域の方々の心と心のつなぎ役として、皆さんに
愛される施設にしたいと考えていますので、今後ともご協力
くださいますようお願いします。

プラザじょうへん交流まつり

編集発行

　愛南町役場広報広聴室　　

　〒 798－ 4196
　 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420番地
☎（0895）72－ 1211
℻  （0895）72－ 1214
HP　http://www.town.ainan.ehime.jp/
印刷　佐川印刷株式会社


